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1　はじめに
ロタウイルスA（以下「RVA」という）は，レオウイル

ス科に属する 2 本鎖RNAをゲノムとして持つウイルス

であり，外殻糖たん白（VP7）及び外殻スパイクたん白

（VP4）を コ ー ド す る 遺 伝 子 に 基 づ き， そ れ ぞ れG

（Glycoproteinの略号）遺伝子型（G型）及びP（Protease 

sensitiveの略号）遺伝子型（P型）に分類される 1）。これ

までに，G型についてはG1 〜G27 型，P型についてはP

［1］〜P［35］型がそれぞれ確認されており 2），さらに両

者の組み合わせによって多くの遺伝子型が存在しうる

が，そのうちヒトから検出される頻度が高いのは，G1P

［8］型，G2P［4］型，G3P［8］型，G4P［8］型， お よ び

G9P［8］型である 1）, 3）。

RVAは小児の急性胃腸炎の病原体としてきわめて重

要視されていることから，本ウイルスの感染予防を目的

とした生ワクチンが複数メーカーで開発され，その導入
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要　　旨
2012/2013 年シーズン（2012 年 9 月〜 2013 年 8 月）の散発性胃腸炎患者ふん便 630 件について，イムノクロマト法ま

たは酵素抗体法によるロタウイルスA（以下「RVA」という）の検索を行い，陽性となった 145 件について，逆転写PCR

法（以下「RT-PCR」という）によりG型別とP型別を実施した。その結果，132 件でRT-PCRによりRAV遺伝子が確認

された。RAVの検出時期は，2012 年 11 月〜 2013 年 6 月で，検出率のピークは 3 月〜 4 月であった。年齢別で検出率

が高かったのは 1 歳と 2 歳で，ともに 30％を超えていたが，10 歳以上での検出例も 3 件みられた。G型およびP型別

は 126 件で可能であった。内訳は，G1P［8］が 117 件で最も多く，次いでG9P［8］が 5 件，G2P［4］とG3P［8］が各 1 件

であった。また，G1P［8］とG3P［8］の混合感染例が 2 件みられた。もっとも多く見られたG1P［8］については，昨シー

ズン県内で遺伝子再集合体由来株の流行が確認されているため，簡易的に鑑別を行った結果，鑑別可能であった 115 件

のうち 36 件（31.3％）が遺伝子再集合体由来株と推定された。

［キーワード：ロタウイルスA，胃腸炎，逆転写PCR法，遺伝子再集合体］
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の報告した逆転写PCR（RT-PCR）法でG型別を，Wu

ら 8）の方法によるRT-PCR法でP型別を実施した。G1P

［8］と同定された株については，2011/2012 シーズンに

県内侵入が確認された異なるゲノグループ間（Waゲノ

グループとDS-1 ゲノグループ）の遺伝子再集合体（リア

ソータント）に由来する株（VP7 およびVP4 遺伝子型は

G1 型プロトタイプのWa株と同じG1P［8］型であるが，

VP6，NSP4 およびNSP5/6 遺伝子型はG2 型プロトタイ

プのDS-1 株と同一である株）か否かを簡易的に判別す

る た め，NSP4 遺 伝 子 とNSP5/6 遺 伝 子 を 増 幅 す る

RT-PCR法 6）を実施した。これにより得られた産物サイ

ズの比較を行い，NSP4 産物＞NSP5/6 産物の株は，従

来型（電気泳動像：Long パターン）株，NSP4 産物＜

NSP5/6 産物の株は，リアソータント由来型（電気泳動

像：Short パターン）株と推定した。

3　結果
3.1　ウイルス検出状況

ふん便検体 630 件のうち，スクリーニングで陽性と

なったのは 145 件（23.0％），うちRT-PCRでウイルス遺

伝子が確認されたのは 132 件（20.9％）であった。

月別の検査検体数とRAV検出率を図に示す。RVAは，

2012 年 11 月〜 2013 年 6 月の間，毎月検出され，検出

率が最も高かったのは，3 月（49.3％：37/75）で 4 月

（43.4％：62/143））とともに 40％を超えるレベルで推移

した後に漸減し，7 月には検出されなくなった。

が世界的に進められている 4）。主なものとしては，ヒト

RVA株（G1P［8］型）由来の単価ワクチンであるRotarix® 

（グラクソ・スミスクライン社製），及びヒトRVAのG1

〜G4 型のVP7 遺伝子とP［8］型のVP4 遺伝子を組み込

んだ，ウシRVA遺伝子組み換え株に由来する 5 価ワク

チンのRotaTeq®（メルク社製）が知られている。我が国

においては，Rotarix®が 2011 年 7 月に，RotaTeq®が

2012 年 1 月にそれぞれ製造承認され導入が開始された。

我々は，以前より岡山県内におけるRVA流行状況を継

続的に調査し，特定の血清型の流行パターンの変遷 5）や，

新しい遺伝子再集合体RAVの県内侵入 6）等を明らかに

してきた。2012 〜 2013 年も，引き続き散発胃腸炎患者

からのウイルス検出と遺伝子型別を行い，県内のRVA

の流行状況を調査した。

2　対象と方法
2.1　対象

2012 年 9 月〜 2013 年 8 月（毎年 9 月〜翌年 8 月まで

を 1 シーズンとする）に県内の 3 医療機関で採取された

散発胃腸炎患者（年齢 0 〜 28 歳）ふん便 630 件を用いた。

2.2　方法

市販のRVA検出キット（イムノクロマト法または酵

素抗体法）によりRVAのスクリーニングを行い，陽性

となった検体について，ふん便乳剤から市販キット

（QIAamp Viral RNA mini kit，株式会社キアゲン）によ

りRNAを抽出した。このRNAを用いて，Gouveaら 7）

図　月別ロタウイルス検査状況（2012/2013シーズン）
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一方，G9P［8］は 2 〜 4 月に 0 〜 2 歳の患者から検出さ

れた。

3.3　G1P［8］のリアソータント由来株解析

G1P［8］と同定された 117 件のうち，115 件でNSP4

遺伝子とNSP5/6 遺伝子のPCR産物が得られ，比較を

行ったところ，79 件（68.7％）が従来型株，36 件（31.3％）

がリアソータント由来型株と推定された。従来型株とリ

アソータント由来型株の月別検出状況を表 2 に，また，

年齢別検出状況を表 3 に示す。

従来型株が 2 月以降 6 月までのシーズン後半に検出さ

れたのに対し，リアソータント由来型株は 11 月〜 5 月

のより長期間にわたって検出された。検出年齢は，従来

型株が 0 〜 2 歳を中心に大部分が 6 歳までの比較的低年

齢の患者からの検出であったのに対して，リアソータン

ト由来型株は 7 〜 28 歳の患者からも検出された。

RAVが検出された患者の年齢は，0 〜 28 歳で，年齢

別検出率では，1 歳（34.7％：70/202）と 2 歳（30.4％：

24/79）が 30％を超えて最も高かったが，10 歳，12 歳お

よび 28 歳でも各 1 例のRAV陽性例が見られ，10 歳以

上の比較的年齢の高い患者が，少数ながら存在すること

が確認された。

3.2　G遺伝子型およびP遺伝子型の解析

ウイルス遺伝子が確認された 132 件のうち，126 件で

G遺伝子型およびP遺伝子型が決定可能であった。各遺

伝子型の月別検出状況を表 1 に示す。

G1P［8］が 117 件と最も多く，次いでG9P［8］が 5 件，

G2P［4］とG3P［8］が各 1 件，G1P［8］とG3P［8］の混合

感染例が 2 件であった。G1P［8］は全遺伝子型の 92.8％

を占めて 3 〜 5 月を中心にほぼシーズンをとおして検出

され，検出年齢は，0〜 3歳を中心に 28歳にまで及んだ。 

表 1　各遺伝子型の月別検出状況

表 2　G1P[8]型の月別検出状況

表 3　G1P[8]型の年齢別検出状況
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4　考察
2012/2013 シーズンの岡山県内におけるRAVの流行

は，3, 4 月をピークとするG1P［8］を主流行型とするも

のであった。G1P［8］は，ヒトから最も高頻度に検出さ

れるといわれるRAVの遺伝子型であるが，岡山県では

2004/2005 シーズン以降の 8 シーズンでは，2006/2007

シーズンを除いてG1P［8］が主流行型となったことはな

かった 9），10）。しかし，2011/2012 シーズン後半から検

出割合が増加し 6），6 シーズンぶりに主流行型となった。

2011/2012 シーズン後半から検出されたG1P［8］は，そ

の 7 割が異なるゲノグループ間（Waゲノグループと

DS-1 ゲノグループ）のリアソータント由来型株であり，

これは県内では初めて確認されたものであった 6）。今

シーズン検出されたG1P［8］では，リアソータント由来

型株の占める割合は昨シーズンより低下していたが，従

来型株に比べてシーズン中の長期間，広い年齢層から検

出されており，また，岡山県以外の地域でも多数検出さ

れている 11）事から，これまで遺伝的に不安定であると

考えられてきたリアソータント由来型株が 2 シーズン連

続で広範囲に流行しうることが明らかになった。また，

リアソータント由来型株は少数ながら年齢の高い患者か

らも検出されており，従来型株と免疫学的に差があるの

か，既に導入されているワクチンとの関係等，今後も注

視していく必要があると考えられる。
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